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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第１０回会合

資料４－２

追加説明資料

耐圧強化ベントラインの設計等について
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○第８回検討会（11月28日）の要確認・要検証事項（抜粋）

No. 要確認・要検証事項 対応状況 検討会資料

1 グラビティダンパの性能 東電HDから提示済み 本資料で説明

3 1，2号機のスタックと3，4号機のスタックの内部構造 東電HDから提示済み 本資料で説明

14 ライブカメラにおけるベント時の外気温を提示すること。 東電HDから提示済み
（気象台の記録）

本資料で説明

28 真空破壊弁の構造（構造図を基に議論） 東電HDから提示済み 本資料で説明

東京電力ホールディングス株式会社から提示された資料等

 グラビティダンパ工場試験検査要領書

 構造詳細図等

 気象庁 過去の気象データ（広野町、川内村）等
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D/W：ドライウェル
S/C：サプレッションチェンバ
AO弁：空気作動弁
MO弁：電動駆動弁

逃し安全弁（ADS)

①手動開操作
1号機：

25%開
2号機：

25%開
3号機：

15%開

②RD作動状態
1,3号機：開
2,4号機：閉

④ベント配管の
高温障害

1号機：有り
3号機：無し

⑤主排気筒の構造
1,2号機：頂部までの

ベント配管無し
3,4号機：頂部までの

ベント配管有り

RD作動圧
1号機：

549kPa[abs]
2号機：

528kPa[abs]
3号機：

528kPa[abs]
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格納容器設計圧力
1号機：約530kPa[abs]
2号機：約480kPa[abs]
3号機：約480kPa[abs]

RD：ラプチャーディスク
GD：グラビティダンパ
SGTS：非常用ガス処理系

GD最高使用圧力
119kPa［abs］

AO弁

FAIL OPEN
（開状態）

３号機の場合

GDの設計(119kPa)は耐圧強化ベント時
の圧力(528kPa)を考慮したものではない。



出典：３号機事故時運転操作手順書（シビアアクシデント）（東京電力(株)）抜粋

○３号機の事故時運転操作手順書（シビアアクシデント）においては、ＰＣＶベントを行う前に系統の弁状態を確認す

ることとなっており、Ｓ／ＣやＤ／ＷからＳＧＴＳへ繋がる配管の弁（格納容器・圧力抑制室ベント弁）やＳＧＴＳ出口

弁が全閉であることを確認し、全閉でない弁は全閉とすることとなっている。

○しかし、SGTS出口弁は、「Fail-Open」の設計であり、現場においても「開」の状態となっていることが確認されている。

３号機の事故時運転操作手順書
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FC

FO 4号機側の操

作手順は記載
なし



3号機SGTS系

（グラビティダンパ構造図）
（抜粋）

AIR FLOW

グラビティダンパ検査要領書（抜粋）

○３号機グラビティダンパ構造図
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原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の設計図書等を一部加工



○２号機グラビティダンパ構造図
【参考】

AIR FLOW
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原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の設計図書等を一部加工



○３、４号機スタック構造

スタック基部
（ドレン系）

スタック基部
（SGTS配管接
続部）

スタック上部
（SGTS配管）
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原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の設計図書等を一部加工



○１，２号機スタック構造
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スタック基部
（ドレン系）

スタック基部
（SGTS配管接
続部）

原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の設計図書等を一部加工

【参考】



○３号機 SGTS配管（グラビティダンパ）
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令和元年8月22日原子力規制庁撮影

令和元年8月22日原子力規制庁撮影

SGTS配管
（グラビティダンパ）



○３号機耐圧強化ベントライン
ラプチャーディスク
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令和元年7月8日原子力規制庁撮影

耐圧強化ベントライン
（ラプチャーディスク）



2011/3/18 17：08 防衛省撮影（３，４号機）

○３、４号機スタック
（航空写真）

11



12
2011/3/18 17：08 防衛省撮影（１，２号機）

○１，２号機スタック
（航空写真）
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原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の設計図書等を一部加工

○１号機真空破壊弁
構造図
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原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の設計図書等を一部加工

○２号機真空破壊弁
構造図

【参考】



気温（気象庁）
１号機 ３号機 ４号機

広野町 川内村

3/12 

14:00 10.6℃
14:30 8.6℃
15:00 8.7℃

14:00 6.4℃
14:30 6.9℃
15:00 7.2℃

14:30頃ベント①
14:50 D/W圧力
750kPa［abs］→580kPa［abs］
15:36原子炉建屋で爆発

3/13

8:30 12.0℃
8:40 12.6℃
9:00 －
9:30 －

10:00 －
10:10 －

8:30 7.4℃
8:40 7.4℃
9:00 8.0℃
9:30 9.7℃

10:00 11.1℃
10:10 －

9:20頃 ベント①
9:24 D/W圧力
637kPa[abs]→540kPa[abs]
12:30頃 ベント②
13:00 D/W圧力
480kPa[abs]→300kPa[abs]

3/14
11:01 原子炉建屋で爆発

3/15

6:12 原子炉建屋で爆発
9:38 3階北西付近で火災発
生（自然鎮火）

3/16
5:45 3階北西付近で火災発
生（自然鎮火）

1号機R/Bの爆発

○水平（南北）方向に広がるよう
に白色の爆発煙が上がる。
（政府事故調）

3号機R/Bの爆発

○白煙を上げて水平方向に広がる爆発煙と、黒煙
を上げて垂直方向に広がる爆発煙が認められた。
（政府事故調）

○オレンジ色の閃光を放った次の瞬間、３号機R/B
が爆発した（国会事故調）

爆発後、最上階から水蒸気の白煙が激しく立
ち上がるのが観察された（国会事故調）

１，３号機ベント時の気温について（気象庁データ）
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○１号機耐圧強化ベント

福島原子力事故調査報告書
添付資料（平成24年6月20日、
東京電力（株））より抜粋 気象庁 過去の気象データ検索より 16



○３号機耐圧強化ベント

福島原子力事故調査報告書添付資料（平
成24年6月20日、東京電力（株））より抜粋

気象庁 過去の気象データ検索より

欠測または観測を行っていない場合、欠測または
観測を行っていないために合計値や平均値等が
求められない場合に表示します。（気象庁 値欄の
記号の説明より）
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